
   (1)                       鴻巣市立鴻巣中学校 学校だより                                                                                                                     
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６
月
の
予
定 

火 月 日 土 金 木 水 火 月 日 土 金 木 水 火 月 日 土 金 木 水 火 月 日 土 金 木 水 火 月 

１
学
期
期
末
テ
ス
ト
２
日
目 

 

④
非
行
防
止
教
室
「
あ
お
ぞ
ら
」 

⑤
表
彰
集
会 

１
学
期
期
末
テ
ス
ト
１
日
目 

 

学
校
総
合
体
育
大
会
陸
上
班
大
会
２
日
目 

第
１
回
学
校
運
営
協
議
会 

   

学
校
総
合
体
育
大
会
陸
上
班
大
会
２
日
目 

テ
ス
ト
前
部
休
日
（
６
／
２
９
ま
で
） 

  

道
徳
研
究
授
業 

コ
ラ
ム
視
写
（
２
Ｂ
） 

体
育
祭
予
備
日
２ 

コ
ラ
ム
視
写
（
２
Ａ
） 

生
徒
総
会
（
学
級
討
議
） 

内
科
検
診
（
３
年
生
） 

航
空
写
真
撮
影
予
備
日 

鴻
巣
中
学
校
創
立
８０
周
年
記
念
航
空
写
真
撮
影 

  

内
科
検
診
（
２
年
生
） 

コ
ラ
ム
視
写
（
１
Ｂ
） 

耳
鼻
科
検
診
（
１
年
生
全
員
、
２
・
３
年
生
希
望
者
）  

コ
ラ
ム
視
写
（
１
Ａ
） 

体
育
祭
予
備
日
１ 

第
８０
回
体
育
祭 

⑤
⑥
体
育
祭
前
日
準
備 

午
前
木
③
④
⑤
⑥
の
授
業 

 

通
信
陸
上
大
会
県
大
会
２
日
目 

通
信
陸
上
大
会
県
大
会
１
日
目 

体
育
祭
予
行
予
備
日 

委
員
会
日
課 

各
種
委
員
会 

ア
ル
ミ
缶
回
収
デ
ー 

登
校
指
導 

体
育
祭
第
３
回
学
年
練
習
①
②
２
年  

③
④
３
年  

⑤
⑥
１
年 

体
育
祭
予
行 

※
雨
天
時
は
月
曜
日
課 

 
 

４５
分
授
業 

放
課
後
体
育
祭
予
行
準
備 

第
３
回
係
別
会
議 

学
校
総
合
体
育
大
会
班
大
会
予
備
日 

り
。
限
ら
れ
た
条
件
の
中
で
、
い
か
に
安

全
に
、
か
つ
充
実
し
た
活
動
が
で
き
る

か
。
こ
の
試
行
錯
誤
の
プ
ロ
セ
ス
そ
の
も

の
が
、
生
徒
た
ち
に
と
っ
て
大
切
な
学
び

の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
暑
さ
へ
の
対
策
と
安
全
面
の
配

慮
を
徹
底
す
る
か
ら
と
い
っ
て
、
私
た
ち

が
目
指
す
体
育
祭
は
、
決
し
て
守
り
に
入

っ
た
「
縮
小
版
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
暑

い
か
ら
種
目
を
極
端
に
減
ら
そ
う
」「
リ
ス

ク
が
あ
る
か
ら
無
難
な
内
容
に
ま
と
め
よ

う
」･

･･

、
そ
の
よ
う
な
、
暑
さ
を
恐
れ
る

あ
ま
り
に
熱
量
ま
で
削
ぎ
落
と
し
て
し
ま

う
よ
う
な
体
育
祭
は
、
鴻
巣
中
学
校
の
目

指
す
姿
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
は
、

安
全
対
策
を
十
分
に
高
め
た
上
で
、
内
容

に
お
い
て
は
妥
協
の
な
い
、
本
気
の
体
育 

祭
を
創
り
上
げ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。 

そ
の
象
徴
と
な
る
の
が
、
当
日
の
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
で
す
。
今
年
度
も
、
全
校
生
徒

が
心
を
一
つ
に
し
て
創
り
上
げ
る
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
で
幕
を
開
け
ま
す
。
さ
ら
に
、
各

学
年
・
各
学
級
の
プ
ラ
イ
ド
が
激
突
す
る

団
体
種
目
も
健
在
で
す
。
中
で
も
、
３
年

生
各
学
級
の
意
地
と
意
地
が
ぶ
つ
か
り
合

う
「
大
縄
跳
び
」
は
、
す
で
に
昼
休
み
の

練
習
か
ら
熱
を
帯
び
て
い
ま
す
。
ク
ラ
ス

全
員
の
息
が
ぴ
っ
た
り
と
合
わ
な
け
れ

ば
、
縄
は
す
ぐ
に
足
に
引
っ
か
か
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
励
ま
し
合
い
な
が
ら
練
習
す

る
姿
に
、
日
々
、
目
に
見
え
る
形
で
絆
が

深
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
伝
わ
っ
て
き
て
い

ま
す
。 

欠席遅刻の連絡 

8:10までにお願い

いたします。 

 

今
月
６
月
９
日
(火)

、
第
８０
回
体
育
祭

を
本
校
校
庭
に
て
開
催
し
ま
す
。 

本
校
の
年
間
行
事
の
中
で
も
生
徒
た
ち

が
最
も
熱
く
燃
え
上
が
る
一
大
イ
ベ
ン

ト
、
体
育
祭
の
足
音
が
近
付
い
て
ま
い
り

ま
し
た
。
８０
回
と
い
う
節
目
を
迎
え
る
今

回
の
体
育
祭
は
、
本
校
に
と
っ
て
も
大
変

記
念
す
べ
き
、
歴
史
的
な
大
会
と
な
り
ま

す
。
今
、
学
校
全
体
が
こ
の
記
念
す
べ
き

日
を
最
高
の
形
で
迎
え
よ
う
と
、
一
丸
と

な
っ
て
準
備
と
練
習
に
励
ん
で
い
る
と
こ

ろ
で
す
。 

今
、
私
た
ち
が
向
き
合
う
べ
き
「
最
大

の
壁
」
は
「
暑
さ
」
で
す
。
一
昔
前
で
あ

れ
ば
、
学
校
行
事
を
控
え
た
こ
の
時
期

に
、
私
た
ち
が
最
も
気
を
も
ん
で
い
た
の

は
、
「
当
日
の
雨
（
お
天
気
）
」
で
し
た
。

ま
た
、
こ
こ
数
年
に
お
い
て
は
、
世
界
中

を
混
乱
に
陥
れ
た
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル

ス
」
の
感
染
状
況
に
、
誰
も
が
神
経
を
と

が
ら
せ
て
い
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
か

と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
今
、
私
た
ち
が

最
も
心
配
し
、
そ
し
て
真
剣
に
向
き
合
っ

て
い
る
の
は
、
雨
で
も
な
く
、
コ
ロ
ナ
で

も
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
、
近
年
の
地
球

温
暖
化
に
伴
う
「
暑
さ
（
熱
中
症
）
」
で

す
。 ６

月
と
は
い
え
、
近
年
の
初
夏
の
気
候

は
、
時
に
真
夏
を
思
わ
せ
る
ほ
ど
の
厳
し

い
暑
さ
を
も
た
ら
し
ま
す
。
生
徒
た
ち
の

安
全
と
健
康
を
守
る
こ
と
は
、
学
校
に
と

っ
て
何
よ
り
も
優
先
さ
れ
る
べ
き
最
重
要

課
題
で
す
。
そ
の
た
め
、
本
校
で
は
「
暑

恐
れ
な
き
心
で
未
来
を
拓
く
、
歴
史
あ
る
一
日
へ 

～
第
８０
回
体
育
祭
に
寄
せ
て
～ 

 

さわやか相談室 

開室時間 

AM10:00～PM3:30 

相談室直通電話 

048-543-5211 

令和８年 

６月１日 

第３号 
発行 

鴻巣市立鴻巣中学校 

校長 服部幸司 

電048-541-0272 

〠365-0039 

埼玉県鴻巣市東2-4-62 

https://konosu-j-
konosu.edumap.jp 

校
長 

服
部
幸
司 

 

鴻
中
だ
よ
り 

さ
」
と
い
う
目
に
見
え
な
い
リ
ス
ク
を
正

し
く
恐
れ
、
具
体
的
な
対
策
を
講
じ
て
い

ま
す
。
練
習
時
間
を
適
切
に
管
理
し
、
こ

ま
め
な
水
分
補
給
や
休
憩
を
挟
む
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
、W

B
G
T

（
暑
さ
指
数
）
を
確

認
し
な
が
ら
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

こ
こ
で
大
切
な
の
は
、
「
暑
い
か
ら
何

も
か
も
を
や
め
て
し
ま
う
」
と
い
う
消
極

的
な
姿
勢
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
は

「
で
き
る
こ
と
を
、
で
き
る
範
囲
で
、
最

大
限
に
工
夫
す
る
」
と
い
う
方
針
の
も

と
、
知
恵
を
絞
り
な
が
ら
練
習
を
重
ね
て

い
ま
す
。 

日
陰
を
利
用
し
た
練
習
、
時
間
を
決
め

て
の
練
習
、
そ
し
て
何
よ
り
も
生
徒
自
身

が
自
分
の
体
調
の
変
化
に
気
付
き
、
無
理

を
せ
ず
に
声
を
掛
け
合
え
る
環
境
づ
く

お知らせ 

教材費などの自動

引き落とし日は、 

６月１０日(水)です 

今
年
の
第
８０
回
を
象
徴
す
る
、
素
晴
ら

し
い
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
恐
れ
な
き
者
に
優

勝
は
宿
る
」
で
す
。
２
年
生
男
子
生
徒
考

案
で
す
。
私
は
こ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
初
め

て
目
に
し
た
時
、
胸
が
熱
く
な
り
ま
し

た
。
こ
こ
に
は
、
あ
ら
ゆ
る
困
難
や
不
安

を
は
ね
の
け
、
自
分
た
ち
の
力
で
最
高
の

瞬
間
を
掴
み
取
ろ
う
と
い
う
、
鴻
中
生
の

気
概
が
凝
縮
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。 

「
暑
さ
に
負
け
る
か
も
し
れ
な
い
」
「
練

習
通
り
に
い
か
な
い
か
も
し
れ
な
い
」
「
相

手
の
ク
ラ
ス
が
強
そ
う
だ
」…

、
挑
戦
す

る
前
に
は
誰
し
も
心
の
中
に
小
さ
な
不
安

や
恐
れ
は
生
じ
る
も
の
で
す
。
そ
ん
な
壁

を
恐
れ
ず
に
一
歩
前
に
踏
み
出
す
。
そ
の

強
い
覚
悟
を
持
っ
た
者
に
こ
そ
、
真
の

「
優
勝
」
と
い
う
栄
光
が
宿
る
の
だ
と
い

う
、
生
徒
た
ち
の
並
々
な
ら
ぬ
決
意
が
こ

の
一
言
に
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

鴻
巣
中
学
校
に
は
、
長
年
に
わ
た
り
地

域
と
と
も
に
大
切
に
守
り
、
育
ん
で
き
た

伝
統
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
根
幹
に
あ
る
の

が
、
半
世
紀
以
上
も
の
間
、
脈
々
と
受
け

継
が
れ
て
き
た
学
校
教
育
目
標
「
た
く
ま

し
く 

た
の
も
し
い 

鴻
中
生
徒
」
で

す
。
こ
の
「
た
く
ま
し
く 

た
の
も
し

い
」
と
い
う
言
葉
は
、
単
に
体
が
丈
夫
で

あ
る
こ
と
や
、
力
が
強
い
こ
と
だ
け
を
指

す
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
、
困
難

な
状
況
に
直
面
し
た
時
、
自
ら
考
え
て
行

動
で
き
る
「
た
く
ま
し
さ
」
で
あ
り
、
仲

間
の
た
め
に
汗
を
流
し
、
責
任
を
持
っ
て

自
分
の
役
割
を
果
た
せ
る
「
た
の
も
し

さ
」
で
す
。
こ
の
体
育
祭
と
い
う
大
き
な

行
事
を
通
し
て
、
生
徒
た
ち
に
体
現
し
て

ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

 

 



    (2)                            学校教育目標 たくましく たのもしい 鴻中生徒                       あ                                                                                                 
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７
月
の
予
定 

金 木 水 火 月 日 土 金 木 水 火 月 日 土 金 木 水 火 月 日 土 金 木 水 火 月 日 土 金 木 水 

夏
期
休
業
日 

夏
期
休
業
日 

夏
季
休
業
日 

三
者
面
談 

夏
季
休
業
日 

三
者
面
談 

夏
季
休
業
日 

  

三
者
面
談 

夏
季
休
業
日 

三
者
面
談 

夏
季
休
業
日 

三
者
面
談 

夏
季
休
業
日 

三
者
面
談 

夏
季
休
業
日 

海
の
日 

  

終
業
式 

表
彰
集
会 

短
縮
日
課
（
３
時
間
） 

①
②
学
活
③
大
掃
除 

短
縮
日
課
（
５
時
間
） 

給
食
最
終
日 

⑥
交
通
安
全
教
室 

   

コ
ラ
ム
視
写
（
１
Ｂ
） 

ア
ル
ミ
缶
回
収
デ
ー   

コ
ラ
ム
視
写
（
１
Ａ
） 

⑥
前
期
生
徒
総
会 

思
い
や
り
ア
ン
ケ
ー
ト
（
７
日
～

１０
日
の
い
ず
れ
か
で
実
施
） 

  

学
校
総
合
班
大
会
予
備
日
（
陸
上
） 

 

各
種
委
員
会
（
委
員
会
日
課
） 

地
区
大
会
（
男
子
バ
レ
ー
） 

トロッコ列車

奈良公園 
全クラスで奈良公園内・東大寺 

大仏殿等を散策しました 

３学年主任 吉永  教子 

法観寺八坂塔

希望の高

校に合格

できます

ように！ 

東大寺大仏殿

「鬼滅の刃」の無

限城のような素敵

な旅館でした 

天候に恵まれ、青楓も生徒の笑顔もまぶしい３日間でした。
初日は５時、鴻巣駅集合。体調不良による当日欠席者はおら
ず、眠そうな目をこすり、期待を胸に、興奮気味で話している
生徒多数。見送りに、２学年主任の中村先生と、１学年の新井
沙先生。２人に「行ってきます。」のあいさつをして元気に出
発。高崎線は一般のお客さんも乗車しており、マナーを守って
東京駅へ。駅で点呼後いよいよ新幹線へ、自分の座席を見つけ
ては、わいわい、座っては、キャーキャー、賑やかな新幹線
内。それも軽食タイムが始まると一転。もぐもぐと、美味しそ
うに朝食を頬張り、今度は座席の向きを変えて、ＵＮＯやしり
とり、トランプなど、おのおののゲームに興じ、あっという間
に京都駅到着。「のぞみ」の速さにびっくり。奈良へは、近鉄
特急に乗って、５０分少々。照りつける太陽も何のその、鹿と
の遭遇に、初めはびっくりしたものの、会うたびに「かわい
い。」「鹿せんべいを、あげるのが楽しみ。」などと、話しつつ
「奈良公園は本当に鹿しかいない。」とダジャレで笑いつつ、
大仏殿へ。あの大きさに感動。大仏様のお顔にほっこりし、皆
へご加護がありますようにと祈りつつ、それぞれ班別行動に移
り、おのおの春日大社へ行ったり、興福寺へ行ったり、と奈良
を堪能。暑い日だったので、ソフトクリームの食べ歩きも大人
気だった様子。１５時３０分バスにて亀山の松園荘に向かう。
初日の夕食は、すき焼きをいただき、お風呂、クラス学活を
し、その後１０時就寝。 
 次の日は、京都班別行動。タクシーを使って８時３０分に宿
を出発し、４時３０分に嵐山へ。８時間の自由行動。人気は、
金閣寺・銀閣寺・二条城・清水寺、伏見稲荷大社の様子。美味
しいお昼や食べ歩き体験もし、夜は大いにレクで盛り上がり修
学旅行にふさわしい学年全員での記念撮影、その後クラス学活
をして、２日目も終了。 
 ３日目は、クラス別行動。１、３、４組はトロッコ列車に乗
り、それぞれの観光場所へ。２組は、琵琶湖クルーズへと繰り
出し、昼食予定のホテル銀閣で全クラス集合。かつ重弁当を食
べた後、新幹線へ。もちろん帰りの新幹線もトランプゲームや
ＵＮＯで大盛り上がり、東京駅に着き、高崎線に乗り換え、１
８：３５鴻巣に戻る。最後の最後まで旅行を楽しみ尽くしまし
た。友達の温かさや、新たな一面を知った、気付きのある、修
学旅行になりました。ご協力ありがとうございました。 


